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この原稿を書いている 4月 2日には，東京で桜が満開と報告されていまし
た．沖縄の桜は 2月には散りましたが，亜熱帯に属するため 1年中花が咲い
ており，今はブーゲンビリアとハイビスカスが咲き誇っています．札幌市内
ではまだ雪が残っている箇所もあるとのこと，日中の気温が 20℃を超える
沖縄にいると，日本が南北に長いことを実感します．
本号の誌上シンポジウム「成人脊柱変形の目指すポイント：PI-LL≦10°，
PT＜20° はすべての年齢層に当てはまるのか」は素晴らしい企画です．従来
はチャレンジと考えられた成人脊柱変形の治療法が，手術手技，器具そして
モニター法の進歩により，標準的な手術手技となりつつある過程を目の当た
りにしていることを実感いたしました．本シンポジウムでは手術適応，矯正
目標に加えてナビゲーションを含めた手術手技も詳述されています．熟読の
うえ，臨床にお役立ていただければ幸いです．
座談会「医療制度の大変革期における整形外科」は今後の整形外科のあり

方を考えるうえで重要な問題を提起しています．新専門医制度では基本 19
科に総合診療科が加わります．日本における整形外科医は全医師の 7.1％と
内科の 21.8％に次ぎ，患者数は内科の半分弱です．一方，米国と比べると
人口あたりの整形外科医数は約 2 倍です．米国であれば general practi-
tioner(GP)や family doctor が運動器疾患を診察して整形外科医に紹介し，
整形外科医は主に手術のみを行っていますが，手術適応ではない紹介患者も
多くみられます．日本では 20～30歳代は病院で研修し，50歳以降にメスを
置いて整形外科開業医(誤解されやすい名称ですが，保存療法主体のいわゆ
る整形内科医)となることが多いため，運動器疾患に対する整形外科開業医
の診断は的確であり，整形外科開業医が運動器疾患に対する治療上重要な役
割を占めています．今後，整形外科専門医の資格維持に手術件数が必須とな
れば，整形外科開業医ばかりでなく外科系開業医の多くは総合診療科を標榜
する可能性も考えられます．さらに高齢者は合併症も多く，今後 one-stop
での医療が医療費削減のために要求されることが見込まれるため，整形外科
開業医と総合診療科が競合することも予測されます．
整形外科/知ってるつもり欄では，足底腱膜炎の診断と治療におけるエ

コーの有用性が紹介されています．境界領域欄では患者申出療養制度が紹介
されています．混合診療に対する移行期のためか複雑な制度となっています
が，将来は使いやすい制度になることを期待しております．
本号は有用な情報が満載されています．日常の臨床や研究にお役立ていた

だければ幸いです． (金谷文則)
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